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要旨
本論の目的は、わが国の看護職のキャリア自律に関する研究を概観し、看護師のキャリア自律に関する研究の現状
からキャリア自律の概念を明らかにすることおよびキャリア自律の要素を検討することである。その結果、文献では、
「キャリア自律」という語句を研究課題に用いた原著論文はなく、「自律性Jr自律Jrキャリア自律性Jr自律的キャリ
ア」といった表現が認められた。また、キャリア自律に影響を及ぼす要素として、「キャリア ・アンカーJ、「主体的
キャリア開発Jr自己効力」が見出された。文献検討より、看護師の「キャリア自律を「自らのキャリア・アンカーの
明確な認識に基づき、看護職としての職業的キャリアを主体的に形成しかっ環境変化に適応させながら、自身のキャ
リア開発に継続して取り組むこと」と定義することができた。
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1.はじめに
高度経済成長の終駕とともに、わが国では日本的経営
の特徴であった終身雇用、年功序列の人事処遇から徐々
に、能力主義 ・成果主義へと装容しつつある。組織は、
安定して発達し続けるキャリアを従業員個人に約束でき
ず、従業員は自身のキャリアを組織に頼らずに、自律的
に展開する必要性に迫られている (山本、 2009)。看護
の職場においても同様の傾向が認められている。加え
て、看護師の場合は、プロフェッショナルとしての専門
性と個人の自律的なパワーが必要視される。その声に応
えるべく、 1990年代より日本看護協会による資格認定制
度が開始され、職能団体による体系的なスペシャリスト
教育が幕開けし、専門分化が加速した(勝原、 2007)。
このように専門領域に関する高度な要求と、不確実性の
高い組織内外の環境下においては、職業的安定や身分保
証に楽観視することなく、自身を見失わない自律した
キャリア形成が必要である (大重、 2006)。
キャリア自律の概念は、 1990年代半ばの米国で生ま
れ、看護師にも提唱されるようになった。花田 (2001)
は、キャリア自律に関連して、「自分の価値観をベース
としたキャリア開発の重要性を認識して、自分自身を継
続的にモチベートし、自分の意志をベースに主体的に行
動でき、チャンスを能動的にとらえ、事態を切り開くこ
とができる人材がキャリア自律を実践できる人材であ
る」と述べている。看護職組織においてもキャリア開発
といった未来志向の観点から、個人のキャリア自律を支
えるべくさまざまな努力が試されている (勝原、 2007)。
しかしながら、単純な疑問として、組織が従業員個人
のキャリア自律を支援すればするほど、キャリア自律に
目覚めた有能な従業員個人は、組織をシビアに見切り自
己の可能性の追求を選択しないだろうか。また、キャリ
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ア自律とキャリア開発および発達との相違点は何なの
か。このように、キャリア自律の概念が未だ体系化され
ず、解釈が混沌としている感は否めない。看護師のキャ
リア自律とはいったい何なのか、どのような構成要素で
成り立つ概念なのか、その全体像を把握したいと考えた。
そこで、今回、わが国の看護職のキャリア自律に関する
研究を概観し、 ①看護師のキャリア自律に関する研究の
現状からキャリア自律の概念を明らかにする、②キャリ
ア自律の要素を検討する、こととした。
n.方法
トデータ収集
データ収集のためのデータベースは、「医学中央雑誌
web版J(1999年-2012年)および iCiniiJとした。キー
ワードとそのヒット件数は「看護師」と「キャリア自律j
2件、「看護師Jと「キャリアJ1334件、「看護師」と
「キャリアJと「自律J48件で、すべてのヒッ ト件数は
1382件であった。 また、 「自律」 を含む論文に絞り、 看
護師のキャリア発達、キャリア開発に言及した図書も加
え、計57の文献を収集した。収集した文献から本研究目
的に該当しないことが明らかな文献2件を除き、最終的
に計46件の文献をデータとして採用した。
2.方法
1 )まず、文献の整理・分類を行うために「発表年J
「文献の種類Ji著者JiテーマJi対象Ji方法Ji結
巣jからなる文献カードを作成した。
2)次に、 1)から文献の概要を整理した。
3)研究目的と結果、内容から、①どちらかといえば組
織とキャリア自律の双方に焦点を当てた研究、 ②個
人のライフワークからのみキャリア自律を捉えた
研究、 ①両方を含む、もしくは教育学的見地から
キャリア自律を捉えた研究の3項目に沿って分類し
た。
4)文献で用いられているキャリア自律の概念定義につ
いて抽出し比較検討した。
m.結果
l.抽出文献の概要について
発行年毎に文献数をまとめた (図1)。
看護師のキャリア自律をテーマにした文献がはじめて
発行されたのは2000年であった。
2012年まで、毎年1件から 6件までの推移で研究発表
されている。
文献の種類は、原著27件、調査報告1件、資料1件、
総説l件、解説9件、会議録3件、その他4件であっ
た。キーワード2語からの検索は2件あり、キーワ ドー
の3語からは、 48件であった。看護織のキャリアに関す
る研究は1990年代以降活発になり、「看護師」と「キャ
リアJで検索とするとヒ ット文献数は1000件以上と多い
が、「自律」を加えると48件のみの文献抽出となった。 「会
議録Ji総説Jr解説Jiコラム」を除き原著論文のみを
対象とすると、 27文献が抽出された。原著論文のみとし
た対象文献一覧を表1に示す。
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表1 対象文献の概要
文献 翁文題目 発g， 諭宜 ;rt顕 11典 研究 研究付皐 テ'ー タ 湖査目的と結操骨f，' 年H 雄知 1f1i' デザイン 収集方法
手術箆看護闘における職軍制j乙の コーチングゴ:錨 -コーチングの幼掛
l 現し‘状'Em1満u足I度コをー比チ較ンしグたを1ht31E4随町 初12且5 阪著.;;a文 歌島なほ子
I己辺I!jv.li氏梢 量的研究 子術宝.m書簡 12名 前後に質問調資 -スタッフの日照迫成に向かう意欲が満足度上叫につ院医学維必
考策 衰の実施
なカZる
11&:設と白rnを促す中堅看獲師サ
2 1:ート体制とはJ(31，'<)調先研 2012.05 原署孟宜 山川 fJ子 I渡 ];t的研究 A病院勤崎町;{l鐙師 Itlll¥調査 キ-tリア開発に関するE揖と現払究/考llWLBの観白からキヤリ 銘3才， . WLBの観点からキ，¥"IJ7開発支般につながる
ア開脅支援を考える
3 日中の看護師の卒後綾続教育に対 卒後継続体制のある医似 無記名自記式調 -卒後継続教育に対する意怠とニーズについての日中
2011.07 原著書面文 安部 由紀 車-{.医学雄総 量的研究 償問に勤務する宥寝師. 1<表を用いたア の比較する意踏ニーズの比較 日本710例 中間車泊例 ンケー ト調査 mn性は日本が中国に比べて布意に商い
事}捜聞のキャリア ・プラトーに膨 1本符般学会諭 M¥内の病院47掬位に動 o記式調査裂に キャリア プラ トー に影響を及ぼす嬰lJj4 響を&11す主要因 A~~内の柑院で 2011.05 原署諭文 松下 1J芳子 文民.:it捜管理 量的研究 務する経験3年以上の!li よるfili紙調資 -組織袈凶Aと制人要因をJ由出し個人には自体的キャ働O!渡師を対輩に 謹師1903:1 リア開発が含まれた
理?議師のキ守リ7・アンカー形成 円本:1{緯研究学 l大学柑院に量bt揮する宥 1"記式質問紙占 キ_，.リア ・?ンカー形成町傾向職業キャリアとライ5 における傾向 初10.06 原著諭文 {土問陽子 会措It 量的碕究 護経験年舷5年以上の肴 による調査 フステージの蘭から明らかにする復師 183名 キャリア・アンカーに不藍性的伝唆
近畿北陸地区宜同時ミ以上
キャリア中期看護鯖の.軍キャリ 日本有緩学金~ 民)()1l1~湖町36施股町40 組織におけるキ守リア中期石渡幡町感度特性から
6 アJ&:豊島に関する実証的研究 2010，制 原著書主文 伊i寧1J孝子 文集・ 治績管理 量的研究 趨以上町宥誕師998名{管 質問紙調査法 キャリア支援の在り方への示唆を得る理者4車内認定府寝師除 -キャリア白In性は泊五全4.9である
く}
析人-1f護師の駿業的底軌Iitに聞す 全国の鍋院に脱書する新 . l野人者鎌簡の.m的t.&:~高度の現状と予漏fl~の/=1兜
7 る研究現状且ぴ関係する特性に 2010.03 開 -1i~文 中原 博免 ま?護教fl学研究 量的研究 人看護附 1327r， 質問紙調査d、 に向けた示唆を仰る1.(¥l，(を当てて -仮出tモデル的検証をili.めた
A柑院者溢飾が動務を継続する掛 円本宥鏡学会輪 A 病 ~';;3年以」ニ勤務の 無記名自記式貿 般職唱がほい施設での勤務継続する要閃を叩lらかに8 凶 底的キャリ ア アンカーと1'f 2010.01 阪若論文 藤中m子 文蝿羽海総合 量的研究 l例名 JBt!によるアン する般の調査から ケート調査 -底的キ-tリア アンカー 」己{立3f立まで抽出
-1f鰻学生のキャリア尭連支援に倒 セミ ナー開催前
9 する研究 キ_"'!アセミナープロ 2税同ω 原著註文 竹本由香盤
北日本:1{鍵学会
量的研究
理?注品大学晴纏学生l年 f査の舞記名によ -キ-tリアセミナープログラムによる効果の検討
グラムの構築に向けて :t 生46名 る自記式質問調 窓B岨や学習愈欲を高めることにつながる
査
キ-t'!ア中期における看護師の宥
>tl'iI'保健科学 経験平盈10-25年の肴復
キ-tリア中期にある着捜師の「看護行為の認鎗Jに
10 接行為の認議 看護実践のホ認の 割加虫06 説者誼宜 平榎節子 僻究臨 質的研究 師9名 半構成的面指 ついて明らかにする骨折過程より . (If(t した克服の判断が要素に吉まれる
「滑鑓専門職であるこ との珂解」 O~阜県立府纏大 臨地'J!刊を』、特験的2年 最終課題レポー .1Il纏('1門機としてのキそリアマ".ジメントを考える
1 に関する学びの綾a.J' 2ぽ)8.03 思司~&i晶;)C 絹本麻山虫 '~慨健治纏'~揚 質的研究 制の'lI護学'1，'10名 トの内容骨折 帯域岬門職の特質として1のカテゴリが楠1.1時教育と研究
A自治体荊院看護簡が勤務を継続
12 
する喪悶 キャリア中開!の肴捜師 2は描04 息苦首rj{ 阪 陽子 1:1，ド1Il1!i学会論 量的研究 AI"治体術院に動務 構記名白記式目 -中酎Jr.'筏簡が勤務継続する要因に対するキャリア アンカー調査 文jj! 滑袋管理 30-40代町帯11師34名 問紙 キャリアと聴務満足から解決離を検.苛
カ‘ら
神祭川県立保健 パー ト アルバイ ト 派 非正蝶雇用の者援師のキ守リア形成への取。組みを
13 
非正規雇用の.'1議簡のキ-tリア形
2吹田aω 版事;論文 和波克昏 価祉Jに学史段教 質的研究 遣による粍験年放3年以 半権威的面篠 明らかにする成町実態調査 判センター暗:1
上町肴鐸師5t. ¥VLBをとりながら効車的にキ守リアを摘みtげてぬ宵鼠ヲE集鎗 いきたい畢えがある.
キャ リア中期における者握舗の 高知k学清海学 A荊院に勤務する経駿年 キャリア中期にある看護簡のr:iii!lI!の承認J円安14 r.t極集践の承認j 2∞7.11 服帯諭文 平綱節子 金総 質的研究 殻10-お年の肴趨師9名 半構成的面接 講を明らかにする制艇が r.rt鰻挺n町内~~J の構造が明らかになった
A大学病院に就草する中時訂渡附 -職務湘hWfと看護実践能力許舗、 1繋続続:IY...!:.との
15 の動務満足の現状述人府寝師と 2∞7ω b;(暫論文 鈴木久英子 山車l大'i':it纏学 量的研究 A大学病院臨床結験4年 質問i紙調査法 !咽巡から教育プログラム開発.継続戦務環境を検肘合Il; 以上の肴捜附101名 -口1性や専門性的発揮、 仕事に跨り と価似を感じらの比較を過して れる帳務!Q境が必要
プロ7"，ツション77ドからみた -プロフェッシェンフッドより自体性の程度を明らか
16 A病院看箆舗の自律性に関する碕 百07.0凶 原著詰文 拍本弥生 日ぷ滑虜学会箇 量的研究 A病院の宥担制18名 自己~完に閣す にしキャリア発遣を促進する積極を考える
哩t 主峰・暗袋管理 る質/IlI紙調資 プロフェッシェンフッドと専門腫的自立位、自己瞥発と町側、多くの項目で右立差を認める
神奈川県立保健 キャリアステージから且た看箆舗の聴積満足と fJIJ
17 キャリア ステージからみた滑餌 百四E自 尿器自主主 新制氏側 福祉大学実践教 量的研究 一位揖院勧窃3年以上町 アンケート調査 性の産化‘ライフイベントとの関連を明らかにする舗の勤務満足度と 自律性の変化 育センター:(i種 看護節邸茄名 法 -風務揃足Iltと自fr.性はキャリアステージとともに高
教育研究集録 <~る
'IJ>J，限嗣院におけるキャリアアッ 2∞ほ以下における看護職のキャリアアップ克提の
18 プ立恨のありかた 勤務満足度調 2民同03 服者論文 大概佳代
日本1Il館学会論
量的研究
N荊院勤務i(il削106名
自記式質1紙法 あり"を検討する
先をもとに 文鼎，看護管理 (端者合む管理理由除() 経験再'~1l<1'以上が聡務満足度が高〈 瑚門織と Lてのo立の平均得点が高い
宥復学生のキ'1'リア志向とキヤリ 九州大学医学部 医蝦晶短期大学 3 ~'!主 アンケート調査 'lI1I学生のキャリア志向のタイプ等を明らかにする19 2恒摘。3 &t*f.ii量主 車凶広校 量的研究 -キキリア志向のタイプにマッチした道路を選伏するア開発支般に閃する研究 保健学科紀宮 66名 法 傾向をよZ的た
-1fl，l師の臨床経験年数と 『自1 日本;1>1・'j<看護 基4ド的属性 膿場環境 ・医務窓11が白ltj主に且ぽす
20 性J.r.務意設・聴場環栂Jの閃 割削.03 原1n~主主 瓦i1I水子 学金lt 量的研究 看護師 質問紙調査法 量，'IJを明らかにする係 臨床経駿隼致が高い日ど自律性が高い
..i/理舗の定占度とキャリア笠言..IIIB揃尾町関連を
21 
高度専門病院に勤務する滑w簡の 20<1.03 原'lI'誼文 大原まゆみ 同立lIliN大学校 量的研究 国立高度医療専門セン アンケート調査 明らかにする定措可能性 研究紀欝 タ-.n~塵師142名 法 -専門取としての自立を吉む4項目において定着可能
俳より満足度が平i1Y.に低い
22 
当院における看謹舗のキ守リ ア間
2伽1.03 原告論文 笹 俊英子 日本清雌学会泊 量的研究 宥纏師171:晶 アンケート調査 . :it鐘舗のキャリア開発基礎資料とする知 文娘 婿::li1思 t土 一本立のキャリ ア開発が.J':要である、I1が示峻された
職務満足に影響を且Iます要因と
t時間i/ili:嗣院医 平1&:13年晴纏喰日444名 白己記入式留慣
- 平成 13年 と 15年の楓務満足度の比較とキャリアI~/発
23 キャリア開発の閃速2年後の澗1 2め1舗 /Q.l'i詰文 相場仁美 u 量的研究 平成15年晴纏聴11449名 調査 内側速をIJIらかにするの比較検討 キャリア問l婚に肯定的酵は職務讃足伎が高い
政急郎門に働く看護師のキャリア 日本敏.色;(1捜学会会日が . ft.Q.1lII門町看護職のキャリア事向の形低過観を明ら
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年代別でみると2009年、 2010年、 2012年が3件ずつで
あった。研究デザインは、量的研究23件、質的研究が
4件であった。同一筆頭著者による論文は2件あった。
(文献番号10と14)出典は多岐にわたり、紀要などがあ
り、日本看護学会論文集が6件と最も多かった。
研究目的は、キャリア発達を促すための、実践介入後
の質問紙調査による研究が2件、キャリア開発・発達・
支援に焦点をあてて、意識、ニーズを明らかにしようと
した因子探索デザインの研究が10f牛、キャリア形成を
キャリア ・アンカーの概念から関連性を追求している研
究が、 3件であった。その他、両方を含む因子と関連性
を追求したものが11件および尺度の開発1件であった。
データ収集方法は、質問紙調査による方法が24件で調
査対象人数は、 12名-1903名であった。半構成的面接に
よる調査は、 3件であった。研究対象は、検索の際に看
群 分類項目
表2
謹師と絞っていたため、看護師を対象としているものが
24件あり、キャリア形成の視点から、臨床経験何年以上
や、役職を除くなどの条件が付加されていた研究が14件
あり、教員講習者を対象とした研究が1件あった。また
看護学生を対象とした研究が、 3件あり、 2国間での比
較検討した研究が1件であった。
2.研究内容の分類
研究目的と結果、内容からあらかじめ設定した3つの
項目に沿って分類した結果は、表2に示すように、①組
織とキャリア自律の関連性に焦点を当てた研究が10件、
②個人のライフワークからキャリア自律を捉えた研究が
1件、 ③両方を含む、もしくは教育学的見地からの研究
は14件であった。
文献番号
① 組織とキャリア自律の関連性に焦点をあてた研究 1 . 4・ 6 .10・12・15・18・
20・23・26
② 個人のライフワークからキャリア自律を捉えた研究 13 
① CIXIDどちらも含むまたは、教育現場における研究 2. 3・5・7・8・9・11・
3.キャリア自律の概念定義
文献から「キャリア自律Ji自律Ji自律性Ji自律的」
の語句とその意味を含む表現のある研究について検討し
た。職務満足測定項目のなかの「専門職としてとしての
自律性J(文献番号1・18・21・23・26)、「自主的な行動」
(文献番号2)、キャリア成熟測定尺度の中の 「キャ リア
自律性(文献番号3・6・7)i自律的キャリア開発の
意識J(文献番号4)、キャリア・アンカーにおける「自
律・独立J(文献番号5・8・12・19・22・24)、「専門
職的自律性J(文献番号5・16)、「将来展望における自
律性尺度J(文献番号9)i自律した実践の判断J(文献
番号10・14)i自律性 ・主体性のある看護Ji職業として
の自律性Ji専門職としての看護の自律性J(文献番号
11)、「看護師としての自律性J(文献番号15)、「自律性
の程度J(文献番号16)、「自律性の変化J(文献番号17)、
「個人の自律性の向上J(文献番号18)、「看護師の自律性
形成J(文献番号20)、「個人の自律的なパワーJ(文献番
号22)、「自律性を高めるJ(文献番号25)、「キャ リア自
律性J(文献番号27)が見出された。文献が最も多い、
「自律 ・独立」はE. Schein (2002年)が発見、命名し
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14・16・17・19・24・25・27
た8種類のキャリア・アンカーのなかの1つである。
キャリア・アンカーとは、キャリアのあり方を決定す
る自己概念であり、 一度形成されると、その人の生涯に
わたり、職業上の重要な意思決定に関して影響を与え続
けるとされている。次に多い、「専門職としての自律」は、
職務満足度に関する測定で用いられており、 Stampsら
による職務満足度質問用紙(日本語版)の7つの構成要
因のなかの測定項目である。
N.考察
1 .研究内容の分類
対象とした文献を大きく 3つの項目で分類した。組織
やライフコースに沿ったキャリア自律の研究、キャリア
志向形成する際の、職業上の自己概念(キャリア ・アン
カー)に焦点を当てた研究、キャリアを教育において展
開するためツールとして、キャリア自律尺度の開発に分
類できた。
昨今の雇用の流動化は、働く人々と組織の間にさまざ
まな影響を及ぼしている。1つには従業員個人が自身で
キャリアを設計する必要性が生じたことであり、それに
呼応してキャリア自律重視のキャリア開発を組織の方も
重視しはじめたことである。看護師における、この側面
をテーマにしたものでは、職務満足度や組織コミットメ
ントの関連から専門職としての自律の程度を測定した一
連の研究と、看護学生を対象に、キャリア自律を促すた
めの要因や専門職としての自律を図ることを目的に特性
を探索したものがある。これらの研究では、自らのキャ
リア構築と継続学習に積極的に取り組む視点を重視した
キャリア自律が示唆される(岡田、 2013)。
2.キャリア自律の概念定義
キャリアは、心理学、教育学、経営学、経済学、社会
学など多くの学問分野での研究が積み重ねられている。
看護の研究においても、 「看護師のキャリアとは、個人
がライフステージとの関連でとらえた職業上の経験の積
み重ねによって累積していく能力の変化であり、生涯を
通じた継続的な自己実現に向けての一連の行動」と定義
され、看護職のキャリア発達の前提には、キャリアの選
択と決定において自己責任をもっ自律した看護職個人が
不可欠であるとしている。
キャリアに関する研究には、キャリアを形成する個人
に焦点をあてた主観的側面と、キャリアを形成する環境
としての組織に焦点をあてた客観的側面があり、前者に
は職務満足や信念・態度・将来の見通し・自尊感情など
の心理的側面があり、後者は、昇進や昇格のメカニズム
など、地位 ・給与・業績などに関することが含まれる
(山内、 2002)。これまでは、両者、もしくは客観的側面
に焦点をあてた研究が中心であったが、組織や企業に
依存しない自律的なキャリアが求められるようになり、
キャリアの主観的側面を重視する研究が多くなってきて
いる(矢淳、 2009)。
キャリア自律を構成する心理的要因には「職業的自己
概念Jr主体的キャリア形成意識Jr職業的自己効力感J
があげられる (Super(1957， 1980)、Schein(1978)、
Bandura (1997))。
「職業的自己概念jについて明確にしたのは、 Schein
(1978)のキャリア・アンカーの概念である。キャリア ・
アンカーとは、個人が職業上の転機や、選択を迫られた
際に捨て去りたくない価値観を指す。個人はそれによっ
てある方向へ「ヲiき戻される」という意味から、暗l聡と
してアンカー(錨)と命名されたものである。キャリ
ア・アンカーの成分は、自己知覚された動機と価値と才
能であり、それが統合された「職業上の自己概念」が形
成されるとしている。そのため、キャリア・アンカーは、
大阪市立大学看護学雑誌 第10巻 (2014.3)
キャリア発達における中心的概念であり、キャリア自律
にとって最も重要な要素である(堀内、 2009)。
「職業的自己効力感」はBanduraの提唱する理論であ
り、仕事や職業に満足し、成功を得ることでもたらされ
るとして、多岐にわたり応用研究が進んで・いる。この理
論を用いた、看護師のキャリア自律研究を今回は抽出で
きなかったが，キャリア自律に対して影響を与えるもの
と考えられている。
企業社会でキャリア自律が課題に上るようになった
のは、 Waterman(1994)による。彼は、企業と従業員
は、従業員の能力を高める責任を共有する必要があるこ
と、企業は、従業員に対しキャリア開発の機会を提供す
る義務があるとして、キャリア自律の必要性を提唱した。
1990年代後半以降の米国では、それまでの合理性だけを
拠りどころとしない、不確実性の時代に対応した新たな
キャリア論が注目を集め始めたのだ。状況が、不確実に
なるに従い自己概念も能動的に変化していかねばならな
いという見解に基づくものである。これからは、能動的・
ポジテイブな理論を取り入れ、変化・転機にあきらめな
いで、常に前向きな姿勢と努力で向かうことを「キャリ
ア自律」と してとらえるなどキャリア自律の研究がます
ます盛んになることが予測される。
以上の考察から、看護師のキャリア自律とは、「自ら
のキャ リア ・アンカーの明確な認識に基づき、看護職と
しての職業的キャリアを主体的に形成しかっ環境変化に
適応させながら、自身のキャリア開発に継続して取り組
むこと」と定義を試みた。
V.結論
看護師のキャリア自律に関する研究を概観することか
ら、看護師のキャリア自律の概念を明らかにし、キャリ
ア自律の要素を検討することを目的に、文献検索をおこ
ない、以下のことが明らかになった。
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1. 1999年-2012年に報告された看護師のキャリア自律
に関する文献は、 48件あり、そのうち原著論文が27
件であった。
2.文献では、「キャリア自律」という語句を研究課題
に用いた原著論文はなく、「自律性Jr自律Jrキャ
リア自律性Jr自律的キャリアJといった表現が認
められた。
3 キャリア自律に影響を及ぼす要素として、「キャリ
ア・アンカ 」ー、「主体的キャリア開発Jr自己効力」
が見出された。
4.看護師のキャリア自律を 「自らのキャリア ・アン
カーの明確な認識に基づき、看護職としての職業的
キャリアを主体的に形成しかっ環境変化に適応させ
ながら、自身のキャリア開発に継続して取り組むこ
とjと定義することができた。
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